
日
開
催
の
鶴
岡
市
議

14
会
２
月
臨
時
会
に
提
案
さ

れ
た
議
案
は
、
次
の
通
り

で
す
。

除
雪
対
策
費
追
加
予
算

の
専
決
処
分
の
承
認
は
、

当
初
予
算
６
億
１
３
６
６

万
８
千
円
に
、
１
月

日
16

付
け
で

億
７
０
０
０
万

10

円
を
追
加
し
、
除
雪
対
策

事
業
費
を

億
８
３
６
６

16

万
８
千
円
に
し
ま
し
た
。

降
雪
量
が
少
な
か
っ
た

令
和
５
年
度
の
除
雪
対
策

事
業
決
算
額
は
、

億
９

13

７
７
９
万
６
千
円
で
し

た
。令

和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
３
億
６
６

７
０
万
９
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
８
１
１

億
４
７
２
３
万
２
千
円
に

し
ま
す
。

主
な
内
容
は
、

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業

２
億
２
２
２
０
万
円
は
、

寄
附
金
増
収
見
込
み
に
よ

る
返
礼
品
経
費
等
の
増
額

で
す
。

物
価
高
騰
対
策
に
１
億

４
４
５
１
万
円

国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
原
油
価

格
物
価
高
騰
等
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

・
障
害
者
施
設
等
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
１
６
１

６
万
円
は
、

①
施
設
系
：
定
員

人
以

30

上
は
定
員×

５
千
円
（
４

施
設
）
、
定
員

人
以
下

29

は
一
律

万
円
（

施
設
）

15

35

②
通
所
系
：
一
律

万
円

10

（

施
設
）

73
③
訪
問
系
：
一
律
５
万
円

（

施
設
）

23
・
高
齢
者
施
設
等
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
２
６
４

８
万
円
は
、

①
施
設
系
：
定
員

人
以

30

上
は
定
員×

５
千
円
（
19

施
設
）
、
定
員

人
以
下

29

は
一
律

万
円
（

施
設
）

15

32

②
通
所
系
：
一
律

万
円

10

（
１
０
８
施
設
）

③
訪
問
・
相
談
系
：
一
律

５
万
円
（

施
設
）

81

・
児
童
福
祉
施
設
等
物
価

高
騰
対
策
事
業
２
６
３
１

万
９
千
円
は
、

①
民
間
保
育
所
等
：
定
員

人
以
下
は
一
律

万
円

29

20

（

施
設
）
、
定
員

～

10

30

人
は
一
律

万
円
（

59

40

14

施
設
）
、
定
員

～

人

60

99

は
一
律

万
円
（

施

60

15

設
）
、
定
員
１
０
０
人
以

上
は
一
律

万
円
（
８
施

80

設
）

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

一
律
５
万
円
（

支
援
単

39

位
）

③
幼
児
送
迎
バ
ス
の
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
代
の
補
助

・
生
活
保
護
世
帯
冷
房
器

具
設
置
支
援
事
業
５
０
０

万
円
は
、
生
活
保
護
世
帯

の
エ
ア
コ
ン
購
入
を
、
１

世
帯
あ
た
り
最
大
５
万
円

助
成
し
ま
す
。

・
共
同
選
果･

集
出
荷
施

設
原
油
価
格
高
騰
対
策
事

業
４
４
０
万
３
千
円
は
、

Ｊ
Ａ
鶴
岡
３
施
設
、
Ｊ
Ａ

庄
内
た
が
わ
６
施
設
に
電

気
・
燃
料
代
を
支
援

・
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
５
２
２
３
万
６
千

円
は
、
四
半
期
ご
と
に
単

価
を
定
め
補
助
し
ま
す
。

・
農
業
水
利
施
設
原
油
価

格
高
騰
対
策
事
業
１
１
５

０
万
円
は
、
土
地
改
良
区

の
農
業
水
利
施
設
に
電
気

代
を
支
援
し
ま
す
。

・
漁
業
施
設
原
油
価
格
高

騰
対
策
事
業
２
０
８
万
６

千
円
は
、
冷
凍
・
冷
蔵
設

備
に
電
気
代
を
支
援
し
ま

す
。

・
内
水
面
漁
業
物
価
高
騰

対
策
事
業

万
５
千
円

32

は
、
赤
川
鮭
漁
業
生
産
組

合
に
飼
料
価
格
・
電
気
代

を
支
援
し
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
国
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
交

付
限
度
額
は
３
億
９
８
０

４
万
３
千
円
で
、

月
定

12

例
会
に
２
億
５
０
６
９
万

１
千
円
、
２
月
臨
時
会
に

１
億
４
４
５
０
万
９
千
円

を
支
出
し
、
残
額
は
２
８

４
万
３
千
円
で
す
。
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新つるおかＨＰ

市議会３月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

３月４日（火）本会議（開会、提案説明、

総括質問

５日（水）予算特別委員会

６日（木）本会議（一般質問）

７日（金）本会議（一般質問）

共産党市議団 11:00予定）
１０日（月）本会議（一般質問）
１１日（火）本会議・予算特別委員会

１２日（水）常任委員会（総務）

１３日（木）常任委員会（市民文教）

１４日（金）常任委員会（厚生）

１７日（月）常任委員会（産業建設）

２５日（火）予算特別委員会

２６日（木）本会議（閉会）

※請願の締め切りは、２月25日(火) 13時
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▽
３
日
、
商
工
労
働
観
光
常
任
委
員
会

で
、
①
高
齢
者
の
雇
用
の
安
全

全
国

の

才
以
上
の
労
働
者
数
は

年
間
で

60

10

約
１
・
６
倍
、
労
災
に
占
め
る
高
齢
者

の
割
合
も
増
加
し
本
県
で
も

％
に
。

34

し
か
し
、
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労

働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
所
は

・
３
％
に
止
ま
っ
て
い
る

19

事
な
ど
を
示
し
、
周
知
・
啓
発
の
取
り

組
み
を
求
め
ま
し
た
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

雇
用
延

長
・
定
年
制
廃
止
等
で

才
を
過
ぎ
て

70

か
ら
の
入
会
者
が
増
加
。
就
業
で
き
る

仕
事
が
狭
ま
る
等
運
営
に
困
難
を
来
し

て
い
る
事
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
適
用
さ
れ

る
と
鶴
岡
市
セ
ン
タ
ー
で
３
千
万
円
の

負
担
に
な
る
事
等
紹
介
、
支
援
と
対
策

を
求
め
ま
し
た
。

本
来
、
年
金
を
中
心
と
す
る
社
会
保

障
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
べ
き

で
す
が
、
増
加
し
て
い
る
、
生
活
の
た

め
に
働
か
ざ
る
を
得
な
い
高
齢
者
へ
の

支
援
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

▽
６
日
、
鶴
岡
民
主
商
工
会
新
年
の
つ

ど
い
に
来
賓
と
し
て
出
席
し
挨
拶
。「
軍

事
費
８
兆
７
千
億
円
、
半
導
体
大
企
業

に
１
兆
９
千
億
円
、
中
小
企
業
の
物
価

高
騰
対
策
に
は

億
円
」
等
訴
え
。

29

翌
７
日
は
医
療
生
協
や
ま
が
た
労
働

組
合
の
旗
開
き
に
来
賓
と
し
て
出
席
し

挨
拶
。
昨
年
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

報
酬
同
時
改
定
が
全
部
マ
イ
ナ
ス
、
医

療
で
は
実
質

年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と

12

な
っ
た
事
を
示
し
、
政
治
の
転
換
の
取

り
組
み
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）



つ
る
お
か
新
図
書
館
基

本
構
想
企
画
懇
話
会
の
第

３
回
会
議
が
５
日
開
か

れ
、
基
本
構
想
（
案
）
が

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

同
（
案
）
は
、
委
員
よ

る
素
案
の
事
前
協
議
（
書

面
）
を
経
て
、
当
局
が
修

正
し
、
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。基

本
構
想
案
の
基
本
理

念
に
つ
い
て
は
、
委
員
か

ら
、
「
学
び
、
出
あ
い
、

育
む
」
、「
図
書
館
で
の
体

験
」、「
み
ん
な
で
つ
く
る
」

な
ど
、
期
待
を
含
め
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
機
能
で
は
、
図

書
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と

に
、
「
図
書
館
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
資

料
へ
の
対
応
機
能
」
、「
交

流
・
創
作
活
動
の
ス
ペ
ー

ス
」
、「
飲
食
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
」
「
授
乳
室
、
子

ど
も
用
ト
イ
レ
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
山
崎
博
樹
氏
（
知
的

資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代

表
理
事
）
か
ら
は
、
図
書

館
の
基
本
的
機
能
と
そ
の

拡
張
は
、
「
市
民
生
活
を

支
え
る
基
盤
」
で
あ
る
旨

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

臨
時
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

由
利
本
荘
市
・
由
利
図
書

館
長
の
古
川
淳
氏
か
ら

は
、
「
住
民
生
活
の
課
題

を
ど
う
支
え
て
ゆ
く
か
が

必
要
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

官
民
連
携
導
入
可
能

性
調
査

公
共
の
役

割
後
退
懸
念

整
備
方
針
で
は
、
建
物

規
模
は
延
べ
床
面
積
を
３

５
０
０
～
４
０
０
０
㎡
と

想
定
し
、
基
本
設
計
段
階

で
精
査
す
る
と
し
て
い
ま

す
。用

地
は
、
中
心
市
街
地

へ
の
整
備
検
討
を
進
め
る

と
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
、

「
想
定
エ
リ
ア
に
は
鶴
岡

駅
周
辺
、
鶴
岡
公
園
周
辺

等
が
あ
り
、
場
所
に
よ
っ

て
図
書
館
構
想
の
イ
メ
ー

ジ
に
違
い
が
出
て
く
る
」
、

「
建
物
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
あ
わ
せ
た
運
営
体
制

の
整
備
・
人
材
育
成
な
ど

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
想
定

す
べ
き
」
と
の
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

最
終
的
な
基
本
構
想

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
市
議
会
へ
の
説
明

を
経
て
、
年
度
内
に
決
定

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
、
官
民
連
携
手
法
の
導

入
可
能
性
調
査
も
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
向
性
は
、
新
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
実

施
さ
れ
、
安
倍
政
権
下
で

登
場
し
た
「
自
治
体
戦
略

２
０
４
０
構
想
」
に
あ
る

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
」
、「
民
間
開
放
」
で
、

公
共
・
公
務
の
役
割
が
後

退
し
ま
す
。

今
後
の
進
展
を
厳
し
く

見
定
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

懇
談
会
は
菅
井
巌
市
議

が
傍
聴
し
ま
し
た
。

櫛引庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
2月6日入札分

・市道松根羽黒線防護柵設置工事（たらのき代地内）（入札2業者）
五十嵐組 2,000,000円（2,170,000円）工期～3/26（落札率92.17％）

羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
2月6日入札分

・令和6年度桜ヶ丘揚水機災害応急復旧工事（羽黒町川代字桜ヶ丘地内）（入
札6業者うち2業者辞退）
日栄産業(株) 21,980,000円（23,260,000円）工期～9/30（落札率94.50％）

三川町議選開票結果

1 佐竹優子 45 新 477

2 土田市子 70 新 398

3 鈴木重行 59 現 373

4 小野寺正樹 60 現 360

5 砂田　茂 67 現 359

6 佐久間千佳 42 現 348

7 小林茂吉 74 現 333

8 町野昌弘 66 現 300

9 志田徳久 74 現 232

10 鈴木淳士 66 現 227

成田光雄 74 現 174

投票率61.75％

９
日
投
開
票
さ
れ
た
三

川
町
議
選
（
定
数

）
で
、

10

日
本
共
産
党
の
砂
田
茂
候

補
が
３
５
９
票
を
獲
得

し
、
第
５
位
で
２
回
目
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

公
約
実
現
に
全
力

砂

田
茂皆

さ
ん
の
大
き
な
ご
支

援
で
再
び
議
会
に
送
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

元
町
議
の
佐
藤
政
弥
さ

ん
、
田
中
晃
さ
ん
が
繋
い

で
き
た
党
の
議
席
を
守
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

前
回
は
無
競
争
だ
っ
た

の
で
、
や
っ
と
名
前
で
書

い
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

１
期
目
は
常
に
緊
張
し

た
４
年
間
。
多
く
の
方
か

ら
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

４
年
間
や
っ
て
き
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
無
償
化
な

ど
、
公
約
実
現
に
全
力
を

あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
大

門
み
き
し
参
院
議
員

を
講
師
に
２
月
24

日
、
山
形
市
の
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
遊
学
館
」
で
開
か

れ
ま
す
。

鶴
岡
民
主
商
工
会

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
視
聴
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

２
月

日
（
月
）

24

14

時

鶴
岡
民
商
会
館


